
(57)【要約】

【課題】直方体の底面の開口部の一方側を常に閉塞し、

他方側を開口および閉塞できるようにしたシールドケー

ス２０を提供する。

【解決手段】直方体の底面の略全体に開口部を設けた略

箱状の導電材からなるシャーシ１０と、直方体の長手方

向の一方側でシャーシ１０を抱持するように組み付けら

れて開口部の一方側を閉塞する導電材からなる第１のシ

ールドカバー１２と、シャーシ１０を抱持するように組

み付けられて直方体の長手方向に摺動可能で第１の摺動

位置で開口部の直方体の長手方向の他方側を閉塞し第２

の摺動位置で開口部の他方側を開口する導電材からなる

第２のシールドカバー１４とでシールドケース２０を構

成する。シャーシ１０の内側の一方側に回路基板などを

収容し、シャーシ１０の他方側の開口部と対向する面に

貫通させた取付ネジにシャーシ１０を固定する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
直 方 体 の 一 面 の 略 全 体 に 開 口 部 を 設 け た 略 箱 状 の 導 電 材 か ら な る シ ャ ー シ と 、 前 記 直 方 体
の 長 手 方 向 の 一 方 側 で 前 記 シ ャ ー シ を 抱 持 す る よ う に 組 み 付 け ら れ て 前 記 開 口 部 の 前 記 一
方 側 を 閉 塞 す る 導 電 材 か ら な る 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー と 、 前 記 シ ャ ー シ を 抱 持 す る よ う に
組 み 付 け ら れ て 前 記 直 方 体 の 長 手 方 向 に 摺 動 可 能 で 第 １ の 摺 動 位 置 で 前 記 開 口 部 の 前 記 直
方 体 の 長 手 方 向 の 他 方 側 を 閉 塞 し 第 ２ の 摺 動 位 置 で 前 記 開 口 部 の 前 記 他 方 側 を 開 口 す る 導
電 材 か ら な る 第 ２ の シ ー ル ド カ バ ー と 、 を 備 え て 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る シ ー ル ド ケ ー
ス 。
【 請 求 項 ２ 】
直 方 体 の 一 面 の 略 全 体 に 開 口 部 を 設 け た 略 箱 状 の 導 電 材 か ら な る シ ャ ー シ と 、 前 記 シ ャ ー
シ を 抱 持 す る よ う に 組 み 付 け ら れ て 前 記 直 方 体 の 長 手 方 向 に 摺 動 可 能 で 第 １ の 摺 動 位 置 で
前 記 開 口 部 の 全 面 を 閉 塞 し 第 ２ の 摺 動 位 置 で 前 記 開 口 部 の 前 記 直 方 体 の 長 手 方 向 で 一 方 側
を 閉 塞 し 他 方 側 を 開 口 す る 導 電 材 か ら な る シ ー ル ド カ バ ー と 、 を 備 え て 構 成 し た こ と を 特
徴 と す る シ ー ル ド ケ ー ス 。
【 請 求 項 ３ 】
直 方 体 の 一 面 の 前 記 直 方 体 の 長 手 方 向 の 一 方 側 に 第 １ の 開 口 部 を 設 け る と と も に 、 前 記 一
面 と 対 向 す る 面 の 前 記 直 方 体 の 長 手 方 向 の 少 な く と も 他 方 側 に 第 ２ の 開 口 部 を 設 け た 略 箱
状 の 導 電 材 か ら な る シ ャ ー シ と 、 前 記 一 方 側 で 前 記 シ ャ ー シ を 抱 持 す る よ う に 組 み 付 け ら
れ て 前 記 第 １ の 開 口 部 を 閉 塞 す る 導 電 材 か ら な る 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー と 、 前 記 シ ャ ー シ
を 抱 持 す る よ う に 組 み 付 け ら れ て 前 記 直 方 体 の 長 手 方 向 に 摺 動 可 能 で 第 １ の 摺 動 位 置 で 前
記 第 ２ の 開 口 部 全 面 を 閉 塞 し 第 ２ の 摺 動 位 置 で 前 記 第 ２ の 開 口 部 の 少 な く と も 前 記 他 方 側
を 開 口 す る 導 電 材 か ら な る 第 ２ の シ ー ル ド カ バ ー と 、 を 備 え て 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る
シ ー ル ド ケ ー ス 。
【 請 求 項 ４ 】
直 方 体 の 一 面 の 前 記 直 方 体 の 長 手 方 向 の 一 方 側 に 第 １ の 開 口 部 を 設 け る と と も に 、 前 記 一
面 と 対 向 す る 面 の 前 記 直 方 体 の 長 手 方 向 の 少 な く と も 他 方 側 に 第 ２ の 開 口 部 を 設 け た 略 箱
状 の 導 電 材 か ら な る シ ャ ー シ と 、 前 記 シ ャ ー シ を 抱 持 す る よ う に 組 み 付 け ら れ て 前 記 直 方
体 の 長 手 方 向 に 摺 動 可 能 で 第 １ の 摺 動 位 置 で 前 記 第 １ の 開 口 部 お よ び 前 記 第 ２ の 開 口 部 の
全 面 を と も に 閉 塞 し 第 ２ の 摺 動 位 置 で 前 記 第 ２ の 開 口 部 の 少 な く と も 前 記 他 方 側 を 開 口 す
る 導 電 材 か ら な る シ ー ル ド カ バ ー と 、 を 備 え て 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る シ ー ル ド ケ ー ス
。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ な い し ４ 記 載 の い ず れ か の シ ー ル ド ケ ー ス に お い て 、 前 記 シ ャ ー シ の 内 側 の 前 記
一 方 側 に 回 路 基 板 を 収 容 し 、 前 記 シ ャ ー シ の 前 記 他 方 側 で 前 記 開 口 部 ま た は 前 記 第 ２ の 開
口 部 と 対 向 す る 面 に 取 付 ネ ジ を 貫 通 さ せ 、 前 記 取 付 ネ ジ に 前 記 シ ャ ー シ の 内 側 か ら 締 付 ナ
ッ ト を 螺 合 固 定 す る こ と で 、 前 記 シ ャ ー シ を 前 記 取 付 ネ ジ に 固 定 す る よ う に 構 成 し た こ と
を 特 徴 と す る シ ー ル ド ケ ー ス 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ５ 記 載 の シ ー ル ド ケ ー ス に お い て 、 前 記 取 付 ネ ジ を 導 電 材 で 形 成 し て 信 号 経 路 と し
、 前 記 取 付 ネ ジ と 前 記 シ ャ ー シ を 絶 縁 保 持 部 材 で 電 気 的 に 絶 縁 し 、 前 記 シ ャ ー シ の 内 側 で
前 記 取 付 ネ ジ を 前 記 回 路 基 板 に 導 電 接 続 部 材 を 介 し て 電 気 的 に 接 続 し て 構 成 し た こ と を 特
徴 と す る シ ー ル ド ケ ー ス 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ な い し ４ 記 載 の い ず れ か の シ ー ル ド ケ ー ス に お い て 、 前 記 シ ャ ー シ の 内 側 に 前 記
一 方 側 と 前 記 他 方 側 を 仕 切 る 仕 切 壁 を 設 け て 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る シ ー ル ド ケ ー ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 直 方 体 の シ ー ル ド ケ ー ス の 一 方 側 を 常 に 閉 塞 し 、 他 方 側 を 開 口 お よ び 閉 塞 で き
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る よ う に し た シ ー ル ド ケ ー ス に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の シ ー ル ド ケ ー ス に あ っ て は 、 直 方 体 の シ ャ ー シ の 一 面 の 略 全 体 に 開 口 部 を 設 け 、 こ
の 開 口 部 を 閉 塞 す る シ ー ル ド カ バ ー を 、 開 口 部 に 対 し て 開 口 方 向 に 着 脱 さ せ る 構 造 で あ る
。 そ し て 、 シ ー ル ド カ バ ー に は 、 シ ャ ー シ の 開 口 部 の 外 周 縁 に 弾 力 的 に 係 合 す る 係 合 爪 が
設 け ら れ て お り 、 こ の 係 合 爪 の 弾 力 に よ り シ ャ ー シ に シ ー ル ド カ バ ー が 保 持 さ れ る 。 な お
、 従 来 は 、 シ ー ル ド カ バ ー の 着 脱 に よ り 、 開 口 部 の 全 体 が 開 口 さ れ ま た は 閉 塞 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 車 載 用 ア ン テ ナ 装 置 に あ っ て は 、 車 の ル ー フ な ど に 穿 設 し た 取 付 孔 に ア ン テ ナ
ベ ー ス か ら 下 方 に 突 出 さ せ た 取 付 ネ ジ を 挿 通 し 、 車 の 内 側 に 突 出 し た 取 付 ネ ジ に 爪 付 き ワ
ッ シ ャ を 介 し て 締 付 ナ ッ ト を 螺 合 す る こ と で 、 ア ン テ ナ ベ ー ス が 車 に 固 定 さ れ る 構 造 が 採
用 さ れ て い る 。 そ し て 、 従 来 は 車 の 外 側 に 配 設 さ れ る ア ン テ ナ ベ ー ス を 含 む 部 材 内 に ア ン
テ ナ 信 号 の 増 幅 回 路 な ど が 収 容 さ れ 、 適 宜 に 増 幅 さ れ た ア ン テ ナ 信 号 が ケ ー ブ ル な ど に よ
っ て 車 内 に 導 入 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 増 幅 回 路 な ど を 収 容 す る た め に 、 従 来 の 車 の 外 側 に 配 設 さ れ る 部 材 の 小 型 化 が 困 難 で
あ っ た 。 そ こ で 、 発 明 者 は 車 の 外 側 に 配 設 さ れ る 部 材 内 に は 増 幅 回 路 を 収 容 せ ず 、 車 の 内
側 に 配 設 し た シ ー ル ド ケ ー ス 内 に 増 幅 回 路 な ど を 収 容 し 、 こ の 増 幅 回 路 な ど で ア ン テ ナ 信
号 を 増 幅 す れ ば 、 車 の 外 側 に 配 設 さ れ る 部 材 の 小 型 化 が 容 易 で あ る と 考 え た 。 し か も 、 ア
ン テ ナ 信 号 を ア ン テ ナ 基 端 に 近 い 位 置 で 増 幅 す る た め に 、 ア ン テ ナ ベ ー ス を 車 の ル ー フ に
固 定 す べ く 車 内 に 突 出 す る 取 付 ネ ジ に シ ー ル ド ケ ー ス を 固 定 す れ ば 良 い こ と に 想 到 し た 。
そ し て 、 シ ー ル ド ケ ー ス の 内 側 の 一 方 側 に 増 幅 回 路 な ど の 回 路 基 板 を 収 容 し 、 他 方 側 に 取
付 ネ ジ を 挿 通 し て シ ー ル ド ケ ー ス 内 で 締 付 ナ ッ ト を 螺 合 し 、 取 付 ネ ジ に シ ー ル ド ケ ー ス を
固 定 す る こ と と し た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
し か る に 、 従 来 の 構 造 の シ ー ル ド ケ ー ス で は 、 シ ー ル ド カ バ ー を 外 し て 締 付 ナ ッ ト を 締 め
付 け る 作 業 中 は 、 開 口 部 の 全 体 が 開 口 さ れ て い る の で 、 収 容 さ れ た 回 路 基 板 な ど が 剥 き 出
し の 状 態 に あ り 、 誤 っ て 作 業 工 具 な ど で 破 損 さ せ る 虞 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 上 述 の ご と き 従 来 技 術 の 不 具 合 を 改 善 す べ く な さ れ た も の で 、 締 め 付 け な ど の
作 業 中 に あ っ て も 、 回 路 基 板 な ど が 収 容 さ れ た 部 分 は 開 口 さ れ ず 、 締 め 付 け な ど の 作 業 に
必 要 な 部 分 の み を 開 口 で き る よ う に し た シ ー ル ド ケ ー ス を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
か か る 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の シ ー ル ド ケ ー ス は 、 直 方 体 の 一 面 の 略 全 体 に 開 口
部 を 設 け た 略 箱 状 の 導 電 材 か ら な る シ ャ ー シ と 、 前 記 直 方 体 の 長 手 方 向 の 一 方 側 で 前 記 シ
ャ ー シ を 抱 持 す る よ う に 組 み 付 け ら れ て 前 記 開 口 部 の 前 記 一 方 側 を 閉 塞 す る 導 電 材 か ら な
る 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー と 、 前 記 シ ャ ー シ を 抱 持 す る よ う に 組 み 付 け ら れ て 前 記 直 方 体 の
長 手 方 向 に 摺 動 可 能 で 第 １ の 摺 動 位 置 で 前 記 開 口 部 の 前 記 直 方 体 の 長 手 方 向 の 他 方 側 を 閉
塞 し 第 ２ の 摺 動 位 置 で 前 記 開 口 部 の 前 記 他 方 側 を 開 口 す る 導 電 材 か ら な る 第 ２ の シ ー ル ド
カ バ ー と 、 を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ し て 、 前 記 シ ャ ー シ の 内 側 の 前 記 一 方 側 に 回 路 基 板 を 収 容 し 、 前 記 シ ャ ー シ の 前 記 他 方
側 で 前 記 開 口 部 ま た は 前 記 第 ２ の 開 口 部 と 対 向 す る 面 に 取 付 ネ ジ を 貫 通 さ せ 、 前 記 取 付 ネ
ジ に 前 記 シ ャ ー シ の 内 側 か ら 締 付 ナ ッ ト を 螺 合 固 定 す る こ と で 、 前 記 シ ャ ー シ を 前 記 取 付
ネ ジ に 固 定 す る よ う に 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 前 記 取 付 ネ ジ を 導 電 材 で 形 成 し て 信 号 経 路 と し 、 前 記 取 付 ネ ジ と 前 記 シ ャ ー シ を 絶

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-228357 A 2004.8.12



縁 保 持 部 材 で 電 気 的 に 絶 縁 し 、 前 記 シ ャ ー シ の 内 側 で 前 記 取 付 ネ ジ を 前 記 回 路 基 板 に 導 電
接 続 部 材 を 介 し て 電 気 的 に 接 続 し て 構 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
さ ら に 、 前 記 シ ャ ー シ の 内 側 に 前 記 一 方 側 と 前 記 他 方 側 を 仕 切 る 仕 切 壁 を 設 け て 構 成 す る
こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 を 図 １ な い し 図 ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の シ ー
ル ド ケ ー ス の 第 １ 実 施 例 の 閉 塞 状 態 と 開 口 状 態 を 示 す 外 観 図 で あ り 、 （ ａ ） は 閉 塞 状 態 の
正 面 図 、 （ ｂ ） の 閉 塞 状 態 の 底 面 図 、 （ ｃ ） は 開 口 状 態 の 正 面 図 、 （ ｄ ） は 開 口 状 態 の 底
面 図 で あ る 。 図 ２ は 、 取 付 ネ ジ に 固 定 し た 本 発 明 の シ ー ル ド ケ ー ス の 第 １ 実 施 例 の 縦 断 面
拡 大 図 で あ る 。 図 ３ は 、 図 １ の シ ー ル ド ケ ー ス を 構 成 す る シ ャ ー シ の 外 観 図 で あ り 、 （ ａ
） は 正 面 図 、 （ ｂ ） は 右 側 面 図 、 （ ｃ ） は 底 面 図 、 （ ｄ ） は （ ｂ ） の Ａ － Ａ 矢 視 断 面 図 で
あ る 。 図 ４ は 、 図 １ の シ ー ル ド ケ ー ス を 構 成 す る 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー の 外 観 図 で あ り 、
（ ａ ） は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 正 面 図 、 （ ｃ ） は 右 側 面 図 で あ る 。 図 ５ は 、 図 １ の シ ー ル ド ケ
ー ス を 構 成 す る 第 ２ の シ ー ル ド カ バ ー の 外 観 図 で あ り 、 （ ａ ） は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 正 面 図
、 （ ｃ ） は 右 側 面 図 で あ る 。 図 ６ は 、 シ ャ ー シ に 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー を 組 み 付 け た 外 観
図 で あ り 、 （ ａ ） は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 正 面 図 、 （ ｃ ） は 底 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま ず 、 シ ャ ー シ １ ０ は 、 図 ３ に 示 さ れ る ご と く 、 導 電 材 の 板 金 で 形 成 さ れ 、 直 方 体 の 底 面
の 全 体 が 開 口 さ れ た 略 箱 状 と さ れ る 。 そ し て 、 シ ャ ー シ １ ０ の 直 方 体 の 長 手 方 向 の 一 方 側
の 内 側 に 回 路 基 板 な ど を 収 容 固 定 す る た め に 、 基 板 固 定 突 部 １ ０ ａ ， １ ０ ａ … が 横 側 壁 １
０ ｂ ， １ ０ ｂ な ど に 適 宜 に 設 け ら れ る と と も に 、 天 板 １ ０ ｃ の 一 方 側 に ケ ー ブ ル 保 持 突 部
１ ０ ｄ ， １ ０ ｄ が 設 け ら れ る 。 ま た 、 シ ャ ー シ １ ０ の 直 方 体 の 長 手 方 向 の 他 方 側 の 天 板 １
０ ｃ に 取 付 ネ ジ 挿 入 孔 １ ０ ｅ お よ び 絶 縁 保 持 部 材 取 付 穴 １ ０ ｆ ， １ ０ ｆ … が 適 宜 に 設 け ら
れ る 。 さ ら に 、 シ ャ ー シ １ ０ の 横 側 壁 １ ０ ｂ ， １ ０ ｂ に 係 合 孔 １ ０ ｇ ， １ ０ ｇ … が 適 宜 に
設 け ら れ る 。 さ ら に ま た 、 シ ャ ー シ １ ０ の 内 部 が 長 手 方 向 で 一 方 側 と 他 方 側 が 、 横 側 壁 １
０ ｂ ， １ ０ ｂ か ら 切 り 起 こ し て 設 け ら れ た 仕 切 壁 １ ０ ｉ ， １ ０ ｉ で 仕 切 ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
そ し て 、 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー １ ２ は 、 図 ４ に 示 さ れ る ご と く 、 や は り 導 電 材 の 板 金 で 形
成 さ れ 、 シ ャ ー シ １ ０ の 直 方 体 の 一 方 側 を 抱 持 す る よ う に 組 み 付 け ら れ る 形 状 で 、 図 ４ で
直 方 体 の 左 側 壁 お よ び 天 板 の 左 側 部 分 が 設 け ら れ て い な い 略 箱 状 で あ る 。 そ し て 、 シ ャ ー
シ １ ０ に 組 み 付 け ら れ る と 、 底 面 １ ２ ａ は シ ャ ー シ １ ０ の 底 面 の 開 口 部 の 一 方 側 （ 図 で 右
側 ） を 覆 う よ う に 形 成 さ れ 、 部 分 的 な 天 板 １ ２ ｂ ， １ ２ ｂ は 、 シ ャ ー シ １ ０ の 天 板 １ ０ ｃ
に ケ ー ブ ル 保 持 突 部 １ ０ ｄ ， １ ０ ｄ を 切 り 起 こ す た め に 穿 設 さ れ た 切 り 欠 き を 閉 塞 す る よ
う に 形 成 さ れ る 。 ま た 、 右 側 壁 １ ２ ｃ は ケ ー ブ ル 導 出 入 部 １ ２ ｄ を 除 い て 閉 じ ら れ 、 し か
も こ の 右 側 壁 １ ２ ｃ を 形 成 す る 板 金 の 横 方 向 端 部 が 横 側 壁 １ ２ ｅ ， １ ２ ｅ に 沿 っ て 折 り 曲
げ ら れ て ス ト ッ パ １ ２ ｆ ， １ ２ ｆ が 形 成 さ れ る 。 さ ら に 、 横 側 壁 １ ２ ｅ ， １ ２ ｅ に は 、 シ
ャ ー シ １ ０ の 係 合 孔 １ ０ ｇ ， １ ０ ｇ … と 係 合 す る べ く 、 内 側 に 凸 で 外 側 が 凹 な る 係 合 突 部
１ ２ ｇ ， １ ２ ｇ … が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
さ ら に 、 第 ２ の シ ー ル ド カ バ ー １ ４ は 、 図 ５ に 示 さ れ る ご と く 、 導 電 材 の 板 金 で 形 成 さ れ
、 シ ャ ー シ １ ０ の 直 方 体 と ほ ぼ 同 様 の 寸 法 で 、 後 述 す る ご と く シ ャ ー シ １ ０ お よ び こ れ に
組 み 付 け ら れ た 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー １ ２ に 対 し て 抱 持 す る よ う に 、 し か も 直 方 体 の 長 手
方 向 に 摺 動 自 在 と さ れ る 。 そ し て 、 組 み 付 け ら れ た 状 態 で 、 ジ ャ ー シ １ ０ に 対 し て 他 方 側
（ 図 で 左 側 ） の 第 １ の 摺 動 位 置 で 底 面 １ ４ ａ が シ ャ ー シ １ ０ の 底 面 の 開 口 部 の 他 方 側 を 覆
う よ う に 形 成 さ れ 、 こ の 底 面 １ ４ ａ の 一 方 側 端 部 に は 、 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー １ ２ の 右 側
壁 １ ２ ｃ に 当 接 す る 位 置 規 制 用 の 折 り 曲 げ 部 １ ４ ｂ が 設 け ら れ る 。 ま た 、 底 面 １ ４ ａ の 他
方 側 に 連 接 し て 横 側 壁 １ ４ ｃ ， １ ４ ｃ が 設 け ら れ る と と も に 、 さ ら に シ ャ ー シ １ ０ の 天 板
１ ０ ｃ を 抱 く よ う に 抱 持 用 の 折 り 曲 げ 部 １ ４ ｄ ， １ ４ ｄ が 設 け ら れ る 。 な お 、 横 側 壁 １ ４
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ｃ ， １ ４ ｃ に は 、 シ ャ ー シ １ ０ の 係 合 孔 １ ０ ｇ ， １ ０ ｇ … お よ び 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー １
２ の 係 合 突 部 １ ２ ｇ 、 １ ２ ｇ … に 係 合 し 得 る 内 側 に 凸 な る 係 合 突 部 １ ４ ｅ ， １ ４ ｅ … が 設
け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の シ ー ル ド ケ ー ス ２ ０ は 、 前 述 の 構 造 か ら な る シ ャ ー シ １ ０ と 第 １ と
第 ２ の シ ー ル ド カ バ ー １ ２ ， １ ４ か ら な り 、 以 下 そ の 組 み 付 け に つ き 説 明 す る 。 ま ず 、 図
６ に 示 さ れ る ご と く 、 シ ャ ー シ １ ０ の 一 方 側 を 抱 持 す る よ う に し て 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー
１ ２ が 組 み 付 け ら れ る 。 す る と 、 シ ャ ー シ １ ０ の 底 面 の 開 口 部 の 一 方 側 が 第 １ の シ ー ル ド
カ バ ー １ ２ の 底 面 １ ２ ａ に よ り 閉 塞 さ れ る と と も に 、 シ ャ ー シ １ ０ の 天 板 １ ０ ｃ の 切 り 欠
き が 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー １ ２ の 天 板 １ ２ ｂ ， １ ２ ｂ に よ り 閉 塞 さ れ る 。 ま た 、 シ ャ ー シ
１ ０ の 一 方 側 端 面 が 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー １ ２ の 右 側 壁 １ ２ ｃ に よ り 、 ケ ー ブ ル 導 出 入 部
１ ２ ｄ を 除 い て 閉 塞 さ れ る 。 か か る 組 み 付 け 状 態 で 、 シ ャ ー シ １ ０ の 横 側 壁 １ ０ ｂ ， １ ０
ｂ の 係 合 孔 １ ０ ｇ ， １ ０ ｇ … に 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー １ ２ の 係 合 突 部 １ ２ ｇ ， １ ２ ｇ … が
適 宜 に 係 合 す る こ と で 、 組 み 付 け 状 態 が 弾 力 的 に 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
さ ら に 、 図 １ に 示 さ れ る ご と く 、 シ ャ ー シ １ ０ に 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー １ ２ が 組 み 付 け ら
れ た も の を 、 第 ２ の シ ー ル ド カ バ ー １ ４ が 抱 持 す る よ う に し て 組 み 付 け ら れ る 。 す る と 、
図 １ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 さ れ る ご と く 、 シ ャ ー シ １ ０ に 対 し て 第 ２ の シ ー ル ド カ バ ー １ ４
が 他 方 側 （ 図 で 左 側 ） に 偏 寄 さ れ た 第 １ の 摺 動 位 置 に お い て 、 シ ャ ー シ １ ０ の 底 面 の 開 口
部 の 他 方 側 が 第 ２ の シ ー ル ド カ バ ー １ ４ の 底 面 １ ４ ａ に よ り 閉 塞 さ れ 、 シ ー ル ド ケ ー ス ２
０ が 閉 塞 さ れ た 状 態 と な る 。 な お 、 第 ２ の シ ー ル ド カ バ ー １ ４ の 他 方 側 へ の 移 動 の 規 制 は
、 第 ２ の シ ー ル ド カ バ ー １ ４ の 折 り 曲 げ 部 １ ４ ｂ を 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー １ ２ の 右 側 壁 １
２ ｃ に 当 接 さ せ 、 ま た シ ャ ー シ １ ０ の 左 側 壁 １ ０ ｈ の 底 面 側 端 部 に 第 ２ の シ ー ル ド カ バ ー
１ ４ の 底 面 １ ４ ａ の 左 端 を 当 接 さ せ て 位 置 決 め が な さ れ る 。 そ し て 、 第 ２ の シ ー ル ド カ バ
ー １ ４ の 係 合 突 部 １ ４ ｅ ， １ ４ ｅ が 、 シ ャ ー シ １ ０ の 係 合 孔 １ ０ ｇ ， １ ０ ｇ … ま た は ／ お
よ び 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー １ ２ の 係 合 突 部 １ ２ ｇ ， １ ２ ｇ … の 外 側 の 凹 状 に 係 合 す る こ と
で 、 第 １ の 摺 動 位 置 が 弾 力 的 に 保 持 さ れ る 。 ま た 、 図 １ （ ｃ ） 、 （ ｄ ） に 示 さ れ る ご と く
、 シ ャ ー シ １ ０ に 対 し て 、 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー １ ４ が 一 方 側 （ 図 で 右 側 ） に 摺 動 さ れ て
偏 寄 さ れ た 第 ２ の 摺 動 位 置 に お い て 、 シ ャ ー シ １ ０ の 底 面 の 開 口 部 の 他 方 側 が 開 口 さ れ た
状 態 と な る 。 な お 、 第 ２ の シ ー ル ド カ バ ー １ ４ の 一 方 側 へ の 移 動 の 規 制 は 、 第 １ の シ ー ル
ド カ バ ー １ ２ の ス ト ッ パ １ ２ ｆ ， １ ２ ｆ に 、 第 ２ の シ ー ル ド カ バ ー １ ４ の 横 側 壁 １ ４ ｃ ，
１ ４ ｃ の 一 方 側 の 端 縁 が 当 接 し て 位 置 決 め が な さ れ る 。 そ し て 、 第 ２ の シ ー ル ド カ バ ー １
４ の 係 合 突 部 １ ４ ｅ ， １ ４ ｅ … が 、 シ ャ ー シ １ ０ の 係 合 孔 １ ０ ｇ ， １ ０ ｇ … ま た は ／ お よ
び 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー １ ２ の 係 合 突 部 １ ２ ｇ ， １ ２ ｇ … に 係 合 す る こ と で 、 第 ２ の 摺 動
位 置 が 弾 力 的 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
か か る 構 成 か ら な る 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の シ ー ル ド ケ ー ス ２ ０ を 、 取 付 ネ ジ ２ ４ に 固 定 す
る 構 造 を 、 図 ２ を 参 照 し て 以 下 説 明 す る 。 図 ２ に お い て 、 ア ン テ ナ エ レ メ ン ト ２ ６ の 基 端
が 揺 動 自 在 に 配 設 さ れ る ア ン テ ナ ベ ー ス ２ ８ の 底 面 よ り 下 方 に 突 出 さ れ た 取 付 ネ ジ ２ ４ が
、 車 の ル ー フ ３ ０ な ど に 穿 設 さ れ た 取 付 孔 に 挿 入 さ れ る 。 そ し て 、 車 の 内 側 に 突 出 し た 取
付 ネ ジ ２ ４ に 、 爪 付 き ワ ッ シ ャ ３ ２ が 嵌 挿 さ れ 、 次 に シ ャ ー シ １ ０ の 天 板 １ ０ ｃ に 穿 設 さ
れ た 取 付 ネ ジ 挿 入 孔 １ ０ ｅ に よ り シ ー ル ド ケ ー ス ２ ０ が 嵌 挿 さ れ 、 さ ら に 絶 縁 保 持 部 材 ３
４ が 嵌 挿 さ れ 、 さ 最 後 に 締 付 ナ ッ ト ３ ６ が 螺 合 固 定 さ れ て 、 ア ン テ ナ ベ ー ス ２ ８ が ル ー フ
３ ０ に 固 定 さ れ る と 同 時 に 、 取 付 ネ ジ ２ ４ に シ ー ル ド ケ ー ス ２ ０ が 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
と こ ろ で 、 爪 付 き ワ ッ シ ャ ３ ２ は 、 シ ャ ー シ １ ０ に 適 宜 に 一 体 的 に 固 定 さ れ て い る 。 ま た
、 シ ャ ー シ １ ０ の 絶 縁 保 持 部 材 取 付 穴 １ ０ ｆ ， １ ０ ｆ を 利 用 し て 、 絶 縁 保 持 部 材 ３ ４ が 熱
カ シ メ に よ り シ ャ ー シ １ ０ に 一 体 的 に 固 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 絶 縁 保 持 部 材 ３ ４ に は 、
締 付 ナ ッ ト ３ ６ を 締 め 付 け る と 当 接 さ れ て 電 気 的 に 接 続 さ れ る 導 電 接 続 板 ３ ８ が 設 け ら れ
、 そ の 導 電 接 続 端 子 ３ ８ ａ が シ ー ル ド ケ ー ス ２ ０ の 一 方 側 に 予 め 収 容 固 定 さ れ た 回 路 基 板
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４ ０ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 し か も 、 こ の 回 路 基 板 ４ ０ に 電 気 的 に 接 続 さ れ た ケ ー ブ
ル ４ ２ が 、 シ ャ ー シ １ ０ の ケ ー ブ ル 保 持 突 起 １ ０ ｄ ， １ ０ ｄ で 適 宜 に 固 定 さ れ て 、 第 １ の
シ ー ル ド カ バ ー １ ２ の ケ ー ブ ル 導 出 入 部 １ ２ ｄ か ら シ ー ル ド ケ ー ス ２ ０ の 外 部 に 導 出 さ れ
る 。 な お 、 取 付 ネ ジ ２ ４ は 、 導 電 材 か ら な り 、 ア ン テ ナ エ レ メ ン ト ２ ６ の 基 端 が 適 宜 に 電
気 的 に 接 続 さ れ て い て 、 ア ン テ ナ 信 号 の 信 号 経 路 と し て も 作 用 す る よ う に 構 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
そ こ で 、 ま ず 爪 付 き ワ ッ シ ャ ３ ２ と 絶 縁 保 持 部 材 ３ ４ が 固 定 さ れ た シ ャ ー シ １ ０ に 回 路 基
板 ４ ０ お よ び こ れ と 電 気 的 に 接 続 さ れ た ケ ー ブ ル ４ ２ を 配 設 固 定 し 、 導 電 接 続 端 子 ３ ８ ａ
を 回 路 基 板 ４ ０ に 電 気 的 に 接 続 さ せ る 。 次 に 、 か か る 状 態 の シ ャ ー シ １ ０ に 、 第 １ の シ ー
ル ド カ バ ー １ ２ を 組 み 付 け 、 シ ャ ー シ １ ０ の 底 面 の 開 口 部 の 回 路 基 板 ４ ０ が 配 設 さ れ た 一
方 側 が 閉 塞 さ れ る 。 さ ら に 、 第 ２ の シ ー ル ド カ バ ー １ ４ が 組 み 付 け ら れ 、 第 ２ の 摺 動 位 置
と し 、 シ ャ ー シ １ ０ の 底 面 の 開 口 部 の 他 方 側 を 開 口 状 態 の ま ま と す る 。 そ し て 、 こ の 状 態
の シ ャ ー シ １ ０ を 取 付 ネ ジ ２ ４ に 嵌 挿 し 、 締 付 ナ ッ ト ２ ４ を 螺 合 固 定 す る 。 こ の 締 付 ナ ッ
ト ３ ６ の 締 め 付 け 作 業 に お い て 、 回 路 基 板 ４ ０ は 、 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー １ ２ の 底 面 １ ２
ａ に 覆 わ れ て お り 、 ま た 仕 切 壁 １ ０ ｉ ， １ ０ ｉ で 覆 わ れ て お り 、 作 業 工 具 な ど で 誤 っ て 回
路 基 板 ４ ０ を 破 損 さ せ る よ う な こ と が な い 。 締 付 ナ ッ ト ３ ６ の 締 め 付 け 作 業 が 完 了 す れ ば
、 第 ２ の シ ー ル ド カ バ ー １ ４ を 第 １ の 摺 動 位 置 に 摺 動 し 、 シ ャ ー シ １ ０ の 底 面 の 開 口 部 を
全 て 閉 塞 さ せ て 、 シ ー ル ド ケ ー ス ２ ０ の 固 定 作 業 が 終 了 と な る 。 上 記 第 １ 実 施 例 で は 、 信
号 経 路 と し て の 取 付 ネ ジ ２ ４ を も 、 シ ー ル ド ケ ー ス ２ ０ で シ ー ル ド す る こ と が で き る 。 こ
こ で 、 シ ー ル ド ケ ー ス ２ ０ は 、 シ ャ ー シ １ ０ が 爪 付 き ワ ッ シ ャ ３ ２ を 介 し て ル ー フ ３ ０ に
電 気 的 に 接 続 さ れ て 接 地 さ れ る 。 そ し て 、 取 付 ネ ジ ２ ４ は 、 絶 縁 保 持 部 材 ３ ６ に よ り シ ー
ル ド ケ ー ス ２ ０ か ら 絶 縁 さ れ て い る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 を 図 ７ お よ び 図 ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ７ は 、 本 発 明 の シ ー
ル ド ケ ー ス の 第 ２ 実 施 例 の 閉 塞 状 態 と 開 口 状 態 を 示 す 外 観 図 で あ り 、 （ ａ ） は 閉 塞 状 態 の
正 面 図 、 （ ｂ ） は 閉 塞 状 態 の 底 面 図 、 （ ｃ ） は 開 口 状 態 の 正 面 図 、 （ ｄ ） は 開 口 状 態 の 底
面 図 で あ る 。 図 ８ は 、 図 ７ の シ ー ル ド ケ ー ス を 構 成 す る シ ー ル ド カ バ ー の 外 観 図 で あ り 、
（ ａ ） は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 正 面 図 、 （ ｃ ） は 右 側 面 図 、 （ ｄ ） は 底 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
第 ２ 実 施 例 に お い て 、 シ ャ ー シ １ ０ は 、 第 １ 実 施 例 と 同 様 の 構 成 で あ る 。 そ し て 、 シ ー ル
ド カ バ ー ５ ０ は 、 導 電 材 か ら な る 板 金 で 形 成 さ れ 、 第 １ 実 施 例 の 第 １ と 第 ２ の シ ー ル ド カ
バ １ ２ ， １ ４ を 一 体 と し た ご と き 構 成 で あ る 。 す な わ ち 、 シ ー ル ド カ バ ー ５ ０ は 、 図 ８ に
示 さ れ る ご と く 、 シ ャ ー シ １ ０ 全 体 を 収 容 す る ご と く し て 抱 持 す る 形 状 で あ っ て 、 直 方 体
の 左 側 壁 が 省 か れ る と と も に 天 板 の 大 部 分 が 切 り 欠 か れ た ご と き 略 箱 状 の も の で あ る 。 そ
こ で 、 図 ７ （ ｃ ） ， （ ｄ ） の ご と く 、 シ ャ ー シ １ ０ の 一 方 側 に シ ー ル ド カ バ ー ５ ０ が 組 み
付 け ら れ た 第 ２ の 摺 動 位 置 と す る と 、 シ ー ル ド カ バ ー ５ ０ の 底 面 ５ ０ ａ に よ っ て シ ャ ー シ
１ ０ の 底 面 の 開 口 部 の 一 方 側 が 閉 塞 さ れ 他 方 側 が 開 口 さ れ る 。 こ の 第 ２ の 摺 動 位 置 で 、 シ
ャ ー シ １ ０ の 係 合 孔 １ ０ ｇ ， １ ０ ｇ … に 、 シ ー ル ド カ バ ー ５ ０ の 横 側 壁 ５ ０ ｂ ， ５ ０ ｂ の
係 合 突 部 ５ ０ ｃ ， ５ ０ ｃ … が 適 宜 に 係 合 す る こ と で 、 弾 力 的 に 保 持 さ れ る 。 そ し て 、 図 ７
（ ａ ） ， （ ｂ ） の ご と く 、 シ ャ ー シ １ ０ に 対 し て シ ー ル ド カ バ ー ５ ０ を 摺 動 し て 第 １ の 摺
動 位 置 と す る と 、 シ ー ル ド カ バ ー ５ ０ の 底 面 ５ ０ ａ に よ っ て 、 シ ャ ー シ １ ０ の 底 面 の 開 口
部 全 体 が 閉 塞 さ れ る 。 そ し て 、 シ ャ ー シ １ ０ の 天 板 １ ０ ｃ の 切 り 欠 き も 、 シ ー ル ド カ バ ー
５ ０ の 天 板 ５ ０ ｄ ， ５ ０ ｄ に よ り 閉 塞 さ れ る 。 こ の 第 １ の 摺 動 位 置 へ の 摺 動 の 規 制 は 、 シ
ャ ー シ １ ０ の 左 側 壁 １ ０ ｈ に 、 シ ー ル ド カ バ ー ５ ０ の 底 面 ５ ０ ａ の 左 端 縁 が 当 接 し 、 ま た
シ ャ ー シ １ ０ の 右 側 面 に シ ー ル ド カ バ ー ５ ０ の 右 側 壁 ５ ０ ｅ が 当 接 し て 位 置 決 め が な さ れ
る 。 そ し て 、 シ ャ ー シ １ ０ の 係 合 孔 １ ０ ｇ 、 １ ０ ｇ … に シ ー ル ド カ バ ー ５ ０ の 係 合 突 部 ５
０ ｃ ， ５ ０ ｃ … が 係 合 し て 、 第 １ の 摺 動 位 置 が 弾 力 的 に 保 持 さ れ る 。 な お 、 シ ー ル ド カ バ
ー ５ ０ の 右 側 壁 ５ ０ ｅ に は 、 ケ ー ブ ル 導 出 入 部 ５ ０ ｆ が 適 宜 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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か か る 構 成 の 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 の シ ー ル ド ケ ー ス で は 、 第 １ 実 施 例 と 同 様 の 効 果 が 得 ら
れ る と と も に 、 部 品 点 数 が １ つ 少 な く 、 そ れ だ け 組 み 付 け 作 業 が 容 易 で あ る と と も に 安 価
に 製 造 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
さ ら に 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 を 図 ９ な い し 図 １ １ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ９ は 、 本 発 明 の
シ ー ル ド ケ ー ス の 第 ３ 実 施 例 を 構 成 す る シ ャ ー シ の 外 観 図 で あ り 、 （ ａ ） は 平 面 図 、 （ ｂ
） は 正 面 図 、 （ ｃ ） は 右 側 面 図 、 （ ｄ ） は 底 面 図 で あ る 。 図 １ ０ は 、 図 ９ の シ ャ ー シ に 組
み 付 け る 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー の 外 観 斜 視 図 で あ る 。 図 １ １ は 、 図 ９ の シ ャ ー シ に 組 み 付
け る 第 ２ の シ ー ル ド カ バ ー の 外 観 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ９ に 示 す シ ャ ー シ ６ ０ が 、 第 １ 実 施 例 に 示 す シ ャ ー シ １ ０ と 相 違 す る 構 造 は 、 以 下 の 点
に あ る 。 ま ず 、 シ ャ ー シ ６ ０ の 天 板 ６ ０ ａ の 一 方 側 （ 図 で 右 側 ） に 、 天 板 ６ ０ ａ 側 か ら 回
路 基 板 ４ ０ な ど を 挿 入 し て 収 容 す る た め の 開 口 部 ６ ０ ｂ が 設 け ら れ る 、 こ と に あ る 。 そ こ
で 、 横 側 壁 ６ ０ ｃ ， ６ ０ ｃ な ど に 設 け ら れ た 基 板 固 定 突 部 ６ ０ ｄ ， ６ ０ ｄ … は 、 当 然 に 天
板 ６ ０ ａ 側 か ら 回 路 基 板 ４ ０ が 挿 入 さ れ る の に 対 応 し て 構 成 さ れ る 。 ま た 、 天 板 ６ ０ ａ に
開 口 部 ６ ０ ｂ が 設 け ら れ た た め に 、 右 側 壁 ６ ０ ｅ に ケ ー ブ ル 保 持 突 部 ６ ０ ｆ ， ６ ０ ｆ が 適
宜 に 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 底 面 の 全 体 が 開 口 部 と さ れ 、 横 側 壁 ６ ０ ｃ ， ６ ０ ｃ に 係 合 孔
６ ０ ｇ ， ６ ０ ｇ … が 穿 設 さ れ る な ど は 、 第 １ 実 施 例 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
そ し て 、 こ の シ ャ ー シ ６ ０ の 一 方 側 に 抱 持 す る よ う に し て 組 み 付 け ら れ る 第 １ の シ ー ル ド
カ バ ー ６ ２ は 、 図 １ ０ に 示 さ れ る ご と く 、 導 電 材 か ら な る 板 金 で 形 成 さ れ 、 シ ャ ー シ ６ ０
の 一 方 側 を 収 容 す る ご と き 、 直 方 体 の 左 側 壁 が 省 か れ た 箱 状 で あ る 。 そ こ で 、 こ の 第 １ シ
ー ル ド カ バ ー ６ ２ を シ ャ ー シ ６ ０ の 一 方 側 に 組 み 付 け る こ と で 、 シ ャ ー シ ６ ０ の の 天 板 ６
０ ａ の 開 口 部 ６ ０ ｂ が 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー ６ ２ の 天 板 ６ ２ ａ で 閉 塞 さ れ 、 シ ャ ー シ ６ ０
の 底 面 の 開 口 部 の 一 方 側 が 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー ６ ２ の 底 面 ６ ２ ｂ で 閉 塞 さ れ る 。 そ し て
、 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー ６ ２ の 横 側 壁 ６ ２ ｃ ， ６ ２ ｃ に 設 け た 係 合 突 部 ６ ２ ｂ ， ６ ２ ｂ …
が 、 シ ャ ー シ ６ ０ の 係 合 孔 ６ ０ ｇ ， ６ ０ ｇ … に 適 宜 に 係 合 し て 弾 力 的 に 保 持 さ れ る 。 な お
、 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー ６ ２ の 右 側 壁 に は 、 ケ ー ブ ル 導 出 部 ６ ２ ｅ が 適 宜 に 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
さ ら に 、 シ ャ ー シ ６ ０ に 長 手 方 向 に 摺 動 自 在 に 組 み 付 け ら れ る 第 ２ の シ ー ル ド カ バ ー ６ ４
は 、 図 １ １ に 示 さ れ る ご と く 、 導 電 材 か ら な る 板 金 で 形 成 さ れ 、 第 １ 実 施 例 の 第 ２ の シ ー
ル ド カ バ ー １ ４ と ほ ぼ 同 様 の 形 状 で あ る 。 そ し て 、 シ ャ ー シ ６ ０ に 対 し て 他 方 側 （ 図 で 左
側 ） の 第 １ の 摺 動 位 置 で シ ャ ー シ ６ ０ の 底 面 の 開 口 部 の 他 方 側 が 、 第 ２ の シ ー ル ド カ バ ー
６ ４ の 底 面 ６ ４ ａ に よ り 閉 塞 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 シ ャ ー シ ６ ０ に 第 １ と 第 ２ の シ ー
ル ド カ バ ー ６ ２ ， ６ ４ を 組 み 付 け る こ と で 、 第 ３ 実 施 例 の シ ー ル ド ケ ー ス が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 で は 、 シ ー ル ド ケ ー ス と し て 、 第 １ 実 施 例 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
そ し て 、 第 ３ 実 施 例 で は 、 回 路 基 板 ４ ０ な ど が 収 容 さ れ る シ ャ ー シ ６ ０ の 一 方 側 は 、 底 面
と 天 板 に と も に 開 口 部 が 設 け ら れ る の で 、 シ ャ ー シ ６ ０ に 固 定 さ れ た 回 路 基 板 ４ ０ な ど に
対 し て 半 田 付 け な ど の 適 宜 な 作 業 を す る の に 便 利 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
そ し て ま た 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 を 図 １ ２ お よ び 図 １ ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ ２ は 、
本 発 明 の シ ー ル ド ケ ー ス の 第 ４ 実 施 例 を 構 成 す る シ ャ ー シ の 外 観 図 で あ り 、 （ ａ ） は 平 面
図 、 （ ｂ ） は 正 面 図 、 （ ｃ ） は 右 側 面 図 、 （ ｄ ） は 底 面 図 で あ る 。 図 １ ３ は 、 図 １ ２ の シ
ャ ー シ に 組 み 付 け る シ ー ル ド カ バ ー の 外 観 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 １ ２ に 示 す シ ャ ー シ ７ ０ が 、 図 ９ に 示 す 第 ３ 実 施 例 の シ ャ ー シ ６ ０ と 相 違 す る と こ ろ は
、 シ ャ ー シ ７ ０ の 底 面 の 一 方 側 （ 図 で 右 側 ） が 底 板 ７ ０ ａ ， ７ ０ ａ に よ り 閉 塞 さ れ 、 底 面
の 他 方 側 （ 図 で 左 側 ） の み が 開 口 部 と さ れ て い る 、 こ と に あ る 。 そ し て 、 シ ャ ー シ ７ ０ の
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天 板 ７ ０ ｂ の 一 方 側 に は 、 回 路 基 板 ４ ０ な ど を 収 容 す る た め の 開 口 部 ７ ０ ｃ が 設 け ら れ て
い る 。 ま た 、 こ の シ ャ ー シ ７ ０ に 一 方 側 か ら 組 み 付 け ら れ る シ ー ル ド カ バ ー ７ ２ は 、 図 １
３ に 示 さ れ る ご と く 、 シ ャ ー シ ７ ０ 全 体 を 収 容 す る ご と く 抱 持 す る 形 状 で あ っ て 、 箱 状 で
左 側 壁 が 省 か れ る と と も に 天 板 ７ ２ ａ ， ７ ２ ａ の 一 方 側 （ 図 で 右 側 ） が 、 一 部 が 重 ね ら れ
て 密 着 さ れ て い る 。 そ こ で 、 シ ャ ー シ ７ ０ に 一 方 側 か ら シ ー ル ド カ バ ー ７ ２ が 直 方 体 の 長
手 方 向 に 摺 動 自 在 に 組 み 付 け ら れ 、 シ ャ ー シ ７ ０ 全 体 を 収 容 す る よ う に シ ー ル ド カ バ ー ７
２ を 組 み 付 け た 第 １ の 摺 動 位 置 と す る と 、 シ ー ル ド カ バ ー ７ ２ の 底 板 ７ ２ ｂ に よ り シ ャ ー
シ ７ ０ の 底 面 の 開 口 部 が 閉 塞 さ れ る 。 ま た 、 シ ャ ー シ ７ ０ に 対 し て シ ー ル ド カ バ ー ７ ２ を
略 半 分 ほ ど 組 み 付 け た 第 ２ の 摺 動 位 置 に あ っ て は 、 シ ャ ー シ ７ ０ の 底 面 の 他 方 側 の 開 口 部
が 開 口 さ れ 、 天 板 ７ ０ ｂ の 一 方 側 の 開 口 部 ７ ０ ｃ の み が 閉 塞 さ れ る 。 こ の よ う に 、 シ ャ ー
シ ７ ０ に シ ー ル ド カ バ ー ７ ２ を 組 み 付 け る こ と で 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 の シ ー ル ド ケ ー ス
が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 に あ っ て は 、 シ ー ル ド ケ ー ス と し て 第 １ 実 施 例 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ
る 。 そ し て 、 第 ２ 実 施 例 と 同 様 に 少 な い 部 品 で シ ー ル ド ケ ー ス を 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
な お 、 上 記 第 １ 実 施 例 の 図 ２ に 示 す 構 造 に お い て 、 取 付 ネ ジ ２ ４ を 信 号 経 路 と し て い る が
、 取 付 ネ ジ ２ ４ の 軸 心 上 に 貫 通 孔 が 穿 設 さ れ 、 こ の 貫 通 孔 に ケ ー ブ ル を 挿 通 し て ア ン テ ナ
信 号 を 回 路 基 板 ４ ０ に 導 出 入 す る よ う に し て も 良 い 。 か か る 場 合 は 、 取 付 ネ ジ ２ ４ が シ ー
ル ド ケ ー ス ２ ０ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て も 良 く 、 絶 縁 保 持 部 材 ３ ６ が 不 要 と な る こ と は 容 易
に 理 解 さ れ る で あ ろ う 。 ま た 、 シ ャ ー シ １ ０ の 内 部 で 直 方 体 の 長 手 方 向 に 一 方 側 と 他 方 側
を 仕 切 る 仕 切 壁 １ ０ ｉ ， １ ０ ｉ が 、 横 側 壁 １ ０ ｂ ， １ ０ ｂ か ら 切 り 起 こ さ れ て い る が 、 こ
れ に 限 ら れ ず 、 天 板 １ ０ ｃ か ら 切 り 起 こ す こ と も で き る 。 特 に 、 第 ３ お よ び 第 ４ 実 施 例 の
ご と く 、 天 板 ６ ０ ａ ， ７ ０ ｂ に 開 口 部 ６ ０ ｂ ， ７ ０ ｃ が 開 口 さ れ る な ら ば 、 天 板 ６ ０ ａ ，
７ ０ ｂ を 切 り 起 こ し て 仕 切 壁 を 設 け て も 良 い こ と は 勿 論 で あ る 。 さ ら に 、 第 １ と 第 ２ の シ
ー ル ド カ バ ー １ ２ ， １ ４ ， ６ ２ ， ６ ４ お よ び シ ー ル ド カ バ ー ５ ０ ， ７ ２ を 第 １ ま た は 第 ２
の 摺 動 位 置 に 保 持 す る 構 造 は 、 上 記 実 施 例 に 限 ら れ ず 、 適 宜 な 弾 性 に よ り 係 合 す る 構 造 で
あ れ ば い か な る も の で あ っ て も 良 い 。 そ し て 、 第 ２ の シ ー ル ド カ バ ー １ ４ ， ６ ４ お よ び シ
ー ル ド カ バ ー ５ ０ ， ７ ２ が シ ャ ー シ １ ０ ， ６ ０ ， ７ ０ に 対 し て 直 方 体 の 長 手 方 向 に 摺 動 で
き る 構 造 も 、 上 記 実 施 例 に 限 ら れ る も の で な く 、 適 宜 な 弾 力 に よ り 係 合 し た 状 態 で 長 手 方
向 に 摺 動 で き れ ば い か な る 構 造 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 の シ ー ル ド ケ ー ス は 構 成 さ れ て い る の で 、 以 下 の ご と き 格 別 な
効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
請 求 項 １ ま た は ３ 記 載 の シ ー ル ド ケ ー ス に あ っ て は 、 回 路 基 板 な ど が 収 容 さ れ る 一 方 側 が
常 に 閉 塞 さ れ 、 第 ２ の シ ー ル ド カ バ ー ま た は シ ー ル ド カ バ ー を 第 １ と 第 ２ の 摺 動 位 置 と す
る こ と で シ ー ル ド ケ ー ス の 他 方 側 を 開 口 し ま た は 閉 塞 す る こ と が で き る 。 そ こ で 、 シ ー ル
ド ケ ー ス の 他 方 側 を 開 口 さ せ て 、 取 付 ネ ジ な ど に シ ャ ー シ を 固 定 す る 作 業 が な し 得 る 。 そ
し て 、 こ の 作 業 中 に あ っ て は 一 方 側 は 閉 塞 さ れ て お り 、 作 業 工 具 な ど に よ り 、 一 方 側 に 収
容 さ れ た 回 路 基 板 な ど を 破 損 さ せ る よ う な 虞 が な い 。 し か も 、 他 方 側 を 開 口 さ せ る の に 、
第 ２ の シ ー ル ド カ バ ー ま た は シ ー ル ド カ バ ー を 摺 動 さ せ れ ば 良 く 、 こ の 第 ２ の シ ー ル ド カ
バ ー ま た は シ ー ル ド カ バ ー が シ ャ ー シ か ら 分 離 脱 落 さ れ る よ う な こ と が な く 、 作 業 性 が 良
い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
請 求 項 ２ ま た は ４ 記 載 の シ ー ル ド ケ ー ス に あ っ て は 、 請 求 項 １ お よ び ３ と 同 様 の 作 用 効 果
が 得 る と と も に 、 部 品 点 数 が 少 な く 、 そ れ だ け 組 み 付 け 作 業 が 簡 単 で あ り 、 し か も 安 価 に
製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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請 求 項 ５ 記 載 の シ ー ル ド ケ ー ス に あ っ て は 、 取 付 ネ ジ に シ ー ル ド ケ ー ス を 固 定 で き る の で
、 例 え ば 車 載 用 ア ン テ ナ 装 置 の 取 付 ネ ジ に ア ン テ ナ 信 号 を 増 幅 な ど す る 回 路 が 収 容 さ れ た
シ ー ル ド ケ ー ス を 固 定 し て 、 車 載 用 ア ン テ ナ 装 置 の 極 め て 近 く で ア ン テ ナ 信 号 等 を 増 幅 す
る な ど に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
請 求 項 ６ 記 載 の シ ー ル ド ケ ー ス に あ っ て は 、 信 号 経 路 と し て の 取 付 ネ ジ を 本 発 明 の シ ー ル
ド ケ ー ス で シ ー ル ド す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
請 求 項 ７ 記 載 の シ ー ル ド ケ ー ス に あ っ て は 、 シ ー ル ド ケ ー ス の 内 部 が 長 手 方 向 に 一 方 側 と
他 方 側 に 仕 切 壁 に よ っ て 仕 切 ら れ て い る の で 、 他 方 側 が 開 口 さ れ て い て 取 付 作 業 中 で あ っ
て も 、 一 方 側 に 収 容 さ れ た 回 路 基 板 な ど が 取 付 工 具 な ど で 破 損 さ れ る こ と が な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の シ ー ル ド ケ ー ス の 第 １ 実 施 例 の 閉 塞 状 態 と 開 口 状 態 を 示 す 外 観 図 で あ り
、 （ ａ ） は 閉 塞 状 態 の 正 面 図 、 （ ｂ ） の 閉 塞 状 態 の 底 面 図 、 （ ｃ ） は 開 口 状 態 の 正 面 図 、
（ ｄ ） は 開 口 状 態 の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 取 付 ネ ジ に 固 定 し た 本 発 明 の シ ー ル ド ケ ー ス の 第 １ 実 施 例 の 縦 断 面 拡 大 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 図 １ の シ ー ル ド ケ ー ス を 構 成 す る シ ャ ー シ の 外 観 図 で あ り 、 （ ａ ） は 正 面 図 、 （
ｂ ） は 右 側 面 図 、 （ ｃ ） は 底 面 図 、 （ ｄ ） は （ ｂ ） の Ａ － Ａ 矢 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の シ ー ル ド ケ ー ス を 構 成 す る 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー の 外 観 図 で あ り 、 （ ａ ）
は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 正 面 図 、 （ ｃ ） は 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ の シ ー ル ド ケ ー ス を 構 成 す る 第 ２ の シ ー ル ド カ バ ー の 外 観 図 で あ り 、 （ ａ ）
は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 正 面 図 、 （ ｃ ） は 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 シ ャ ー シ に 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー を 組 み 付 け た 外 観 図 で あ り 、 （ ａ ） は 平 面 図 、
（ ｂ ） は 正 面 図 、 （ ｃ ） は 底 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の シ ー ル ド ケ ー ス の 第 ２ 実 施 例 の 閉 塞 状 態 と 開 口 状 態 を 示 す 外 観 図 で あ り
、 （ ａ ） は 閉 塞 状 態 の 正 面 図 、 （ ｂ ） は 閉 塞 状 態 の 底 面 図 、 （ ｃ ） は 開 口 状 態 の 正 面 図 、
（ ｄ ） は 開 口 状 態 の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の シ ー ル ド ケ ー ス を 構 成 す る シ ー ル ド カ バ ー の 外 観 図 で あ り 、 （ ａ ） は 平 面
図 、 （ ｂ ） は 正 面 図 、 （ ｃ ） は 右 側 面 図 、 （ ｄ ） は 底 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の シ ー ル ド ケ ー ス の 第 ３ 実 施 例 を 構 成 す る シ ャ ー シ の 外 観 図 で あ り 、 （ ａ
） は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 正 面 図 、 （ ｃ ） は 右 側 面 図 、 （ ｄ ） は 底 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ の シ ャ ー シ に 組 み 付 け る 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー の 外 観 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 ９ の シ ャ ー シ に 組 み 付 け る 第 ２ の シ ー ル ド カ バ ー の 外 観 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の シ ー ル ド ケ ー ス の 第 ４ 実 施 例 を 構 成 す る シ ャ ー シ の 外 観 図 で あ り 、 （
ａ ） は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 正 面 図 、 （ ｃ ） は 右 側 面 図 、 （ ｄ ） は 底 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ の シ ャ ー シ に 組 み 付 け る シ ー ル ド カ バ ー の 外 観 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ， ６ ０ ， ７ ０ 　 シ ャ ー シ
１ ０ ａ ， ６ ０ ｄ 　 基 板 固 定 突 部
１ ０ ｂ ， １ ２ ｅ ， １ ４ ｃ ， ５ ０ ｂ ， ６ ０ ｃ 　 横 側 壁
１ ０ ｃ ， １ ２ ｂ ， ５ ０ ｄ ， ６ ０ ａ ， ６ ２ ａ ， ７ ０ ｂ ， ７ ２ ａ 　 天 板
１ ０ ｄ ， ６ ０ ｆ 　 ケ ー ブ ル 保 持 突 部
１ ０ ｅ 　 取 付 ネ ジ 挿 入 孔
１ ０ ｆ 　 絶 縁 保 持 部 材 取 付 穴
１ ０ ｇ ， ６ ０ ｇ 　 係 合 孔
１ ０ ｈ 　 左 側 壁
１ ０ ｉ 　 仕 切 壁
１ ２ ， ６ ２ 　 第 １ の シ ー ル ド カ バ ー
１ ２ ａ ， １ ４ ａ ， ５ ０ ａ ， ６ ２ ｂ ， ６ ４ ａ 　 底 面
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１ ２ ｃ ， ５ ０ ｅ ， ６ ０ ｅ ， ６ ２ ｃ 　 右 側 壁
１ ２ ｄ ， ５ ０ ｆ ， ６ ２ ｅ 　 ケ ー ブ ル 導 出 入 部
１ ２ ｆ 　 ス ト ッ パ
１ ２ ｇ ， １ ４ ｅ ， ５ ０ ｃ ， ６ ２ ｄ 　 係 合 突 部
１ ４ ， ６ ４ 　 第 ２ の シ ー ル ド カ バ ー
１ ４ ｂ ， １ ４ ｄ 　 折 り 曲 げ 部
２ ０ 　 シ ー ル ド ケ ー ス
２ ４ 　 取 付 ネ ジ
２ ６ 　 ア ン テ ナ エ レ メ ン ト
２ ８ 　 ア ン テ ナ ベ ー ス
３ ０ 　 ル ー フ
３ ２ 　 爪 付 き ワ ッ シ ャ
３ ４ 　 絶 縁 保 持 部 材
３ ６ 　 締 付 ナ ッ ト
３ ８ 　 導 電 接 続 部 材
４ ０ 　 回 路 基 板
４ ２ 　 ケ ー ブ ル
５ ０ ， ７ ２ 　 シ ー ル ド カ バ ー
６ ０ ｂ ， ７ ０ ｃ 　 開 口 部
７ ０ ａ ， ７ ２ ｂ 　 底 板
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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